
建築基準法、建築基準法施行令（一部抜粋） 

＜建築基準法＞ 

○ 建築基準法第２条（居室の定義）

 「居室」とは、居住、執務、作業、集会、娯楽その他これらに類する目的のために継

続的に使用する室をいう。 

○ 建築基準法第 26 条第１項（防火壁について）

１ 延べ面積が千平方メートルを超える建築物は、防火上有効な構造の防火壁又は防

火床によって有効に区画し、かつ、各区画の床面積の合計をそれぞれ千平方メート

ル以内としなければならない。ただし、次の各号のいずれかに該当する建築物につ

いては、この限りでない。 

（１、２ 略） 

（３）畜舎その他の政令で定める用途に供する建築物で、その周辺地域が農業上の利

用に供され、又はこれと同様の状況にあって、その構造及び用途並びに周囲の状

況に関し避難上及び延焼防止上支障がないものとして国土交通大臣が定める基準

に適合するもの。 

＜建築基準法施行令＞ 

○ 建築基準法施行令第 114 条第３項（建築物の界壁、間仕切壁及び隔壁について）

３ 建築面積が三百平方メートルを超える建築物の小屋組が木造である場合において

は、小屋裏の直下の天井の全部を強化天井とするか、又は桁行間隔十二メートル以

内ごとに小屋裏（準耐火構造の隔壁で区画されている小屋裏の部分で、当該部分の

直下の天井が強化天井であるものを除く。）に準耐火構造の隔壁を設けなければな

らない。ただし、次の各号のいずれかに該当する建築物については、この限りでな

い。 

（１、２ 略） 

（３）その周辺地域が農業上の利用に供され、又はこれと同様の状況にあって、その

構造及び用途並びに周囲の状況に関し避難上及び延焼防止上支障がないものとし

て国土交通大臣が定める基準に適合する畜舎、堆肥舎並びに水産物の増殖場及び

養殖場の上屋 
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